
■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.lg.jp/

凡
例

計
に
役
立
つ
知
識
に
つ
い
て
、
専
門

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
解
説
し
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
峨
・
午
後
2
時
～
4
時
。

11

18

■場 
文
化
ホ
ー
ル
（
大
森
）。

噛
講
師
…
池
田
孝
行
氏
（
金
融
広
報

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）。

■定 
　
人
。

25
■費 
無
料
。

■申 
電
話
ま
た
は
、
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
経
済
政
策
課
経
済
政
策
班
（
緯
内

線
3
5
4
・
3
5
5
・
■メール k

e
ise
ik

a@
city
.in
zai.lg

.jp

）。

N
P
O
法
人
等
設
立
講
座

　「
N
P
O
法
人
」
は
市
民
活
動
の

代
表
的
な
運
営
形
態
で
す
。
本
講
座

で
は
、
法
人
化
の
申
請
手
続
き
を
分

か
り
や
す
く
解
説
す
る
と
と
も
に
、

一
般
社
団
法
人
な
ど
類
似
制
度
と
の

比
較
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
N
P
O
法
人
の
日
ご
ろ
の

運
営
に
対
す
る
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

26

10

■場 
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー（
中
央

駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館
・
中
央
南
）。

噛
講
師
…
三
浦
俊
男
氏
（
行
政
書
士
）。

■定 
　
人
。

20
■費 
無
料
。

■申 
電
話
ま
た
は
、
直
接
左
記
ま
で

（
先
着
順
）。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓48 

4
5
0
0
）。

■問 
本
埜
公
民
館
（
緯
碓97 
2
0
1
1
）。

ふ
る
さ
と
再
発
見

　
　
　
　
 「
秋
の
自
然
観
察
会
」

　
本
埜
地
域
に
残
る
里
山
の
様
子
を

観
察
し
ま
し
ょ
う
。

■時 
　
月
8
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
～

11

30

正
午
。

※
小
雨
決
行
。

■場 
本
埜
第
一
小
学
校
駐
車
場
（
中
根
）。

■内 
「
里
山
の
会
エ
コ
モ
」
に
よ
る
案

内
で
、
本
埜
第
一
小
学
校
周
辺
を
約

2
時
間
歩
い
て
観
察
し
ま
す
。

■対 
市
内
の
小
学
生
（
小
学
生
と
同
伴

で
大
人
も
参
加
可
）。

■定 
　
人
。

30
■費 
　
円
（
保
険
代
）。

50
■他 
帽
子
、
長
袖
シ
ャ
ツ
、
長
ズ
ボ
ン
、

運
動
靴
で
水
筒
を
持
参
。

※
虫
取
り
網
・
虫
か
ご
な
ど
は
、
ご

自
由
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■申 
　
月
　
日
蚊
ま
で
に
、
電
話
ま
た

10

26

は
、
直
接
左
記
窓
口
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
本
埜
公
民
館
。　

男
女
共
同
参
画
事
業

「
心
を
軽
く
す
る
さ
わ
や
か

　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

　「
つ
い
言
い
過
ぎ
て
し
ま
う
」「
批

判
さ
れ
る
と
頭
が
真
っ
白
に
な
る
」。

　
家
庭
や
職
場
で
こ
ん
な
経
験
あ
り

ま
せ
ん
か
。相
手
も
自
分
も
大
切
に

す
る
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
ネ
ス
の
手
法
を

学
ん
で
、さ
わ
や
か
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
術
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■時 
臼
　
月
7
日
画
、
渦
　
日
画
・
い

11

14

ず
れ
も
午
前
　
時
～
正
午
（
全
二
回
、

10

ど
ち
ら
か
一
回
の
参
加
も
可
）。

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
1
号
館

（
中
央
南
）。

■内 
臼
聴
き
上
手
に
な
る
コ
ツ
、
渦
批

判
を
受
け
止
め
る
コ
ツ
。

噛
講
師
…
 馬
渡
 静
枝
氏
（
N
P
O
法

ま
わ
た
り

人
ウ
ィ
メ
ン
ズ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ち

ば
理
事
）。

■定 
　
人
。

15

■費 
無
料
。

■申 
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で

（
先
着
順
）。

■問 
市
民
活
動
推
進
課
市
民
活
動
支
援

班（
緯
内
線
3
4
4
・
■メール sim

in
k
at

u
d
o
u
@
city
.in
zai.lg

.jp

）。

マ
イ
ペ
ー
ス
パ
ソ
コ
ン
塾

　「
マ
イ
ペ
ー
ス
パ
ソ
コ
ン
塾
」
は
、

東
京
電
機
大
学
の
学
生
と
地
域
住
民

と
の
パ
ソ
コ
ン
を
通
じ
た
交
流
と
、

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の
技
術
の
向
上
を

目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
自
由
参
加
型
で
自
由
に
入
退
室
で

き
、
パ
ソ
コ
ン
の
持
ち
込
み
も
可
能

で
す
。
個
々
の
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
課

題
に
対
し
て
先
生
（
学
生
）
た
ち
が

優
し
く
相
談
に
の
っ
て
く
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
パ
ソ
コ
ン
技
術

の
向
上
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

■時 
■場 
■費 
は
左
表
の
と
お
り
。

■問 
中
央
公
民
館
（
緯
碓42 
2
9
1
1
）。

生
活
設
計
に
役
立
つ
！

　
　
  高
齢
期
の
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン

　
で
き
る
だ
け
長
く
、
元
気
で
楽
し

い
生
活
を
続
け
る
た
め
に
必
要
な
マ

ネ
ー
プ
ラ
ン
な
ど
、
今
後
の
生
活
設

　中
高
年
の
再
就
職
支
援

　
　
　
　
  　
セ
ミ
ナ
ー
　
印
西

in

　
中
高
年
を
対
象
に
、
就
職
ま
で
の

悩
み
や
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
応

募
書
類
の
書
き
方
や
面
接
の
受
け
方

な
ど
、「
就
職
ス
キ
ル
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
セ

ミ
ナ
ー
は
、
雇
用
保
険
受
給
者
の
活

　印
西
市
青
少
年
剣
道
大
会

■時 
　
月
　
日
華
・
受
け
付
け
午
前
9
時
～
。

11

23

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館（
浦
部
）。

■対 
市
内
在
住
、
ま
た
は
市
内
の
剣
道

団
体
に
所
属
す
る
小
・
中
学
生
。

■費 
一
団
体（
校
）1
街
5
0
0
円
、
個

人
一
人
4
0
0
円
（
当
日
徴
収
）。

■申 
参
加
希
望
者
は
、　
月
　
日
牙
ま

10

30

で
に
左
記
へ
。

■問 
剣
友
連
合
会
・
武
藤（
緯
碓42 
6
2

9
4
・
胃
碓42 
0
0
8
2
・
■メール y

-k
ik
u

o
.m
u
to
u
@
k
x
f.b
ig
lo
b
e
.n

e
.jp

）。

卓
球
ス
ポ
ー
ツ
教
室

■時 
臼
　
月
1
日
臥
・
午
後
5
時
～
8

11

時
、
渦
　
月
　
日
蚊
・
午
前
9
時
～

11

30

正
午
、
嘘
　
月
9
日
峨
・
午
前
9
時

12

～
　
時
。

11
■場 
臼
嘘
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
（
中

央
南
）、
渦
小
林
北
小
学
校
体
育
館
。

■対 
市
内
在
住
の
小
学
生
以
上
。

■費 
無
料
。

■他 
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
ラ
ケ
ッ
ト
を

持
参
。

■申 
当
日
会
場
で
。

■問 
卓
球
連
盟
事
務
局
・
斉
藤
（
■携 
0

8
0
―
5
3
7
3
―
1
3
7
6
）。

平成２６年（２０１４）10月１５日号（２）

本
埜
公
民
館
ま
つ
り

　
　
　
　
 「
サ
ー
ク
ル
発
表
会
」

　
本
埜
公
民
館
で
活
動
し
て
い
る

サ
ー
ク
ル
の
み
な
さ
ん
が
、
日
ご
ろ

の
活
動
成
果
を
発
表
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
来
館
く
だ
さ
い
。

胸
本
埜
公
民
館
サ
ー
ク
ル
連
絡
協
議

会
主
催
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
～

10

25

30

午
後
4
時
、　
日
蚊
・
午
前
　
時
～

26

10

午
後
3
時
。

■場 
本
埜
公
民
館
（
中
根
）。

■内 
模
擬
店
（
お
に
ぎ
り
弁
当
な
ど
）、

い
ん
ば
学
舎
・
マ
ー
ブ
ル
工
房
の
パ

ン
販
売
、
野
菜
直
売
、
本
埜
中
・
滝

野
中
の
吹
奏
楽
発
表
、
子
供
文
化
教

室
（
和
太
鼓
・
生
花
・
茶
道
）
の
発
表
、

も
と
の
保
育
園
・
も
と
の
幼
稚
園
・

老
人
会
の
作
品
展
示
な
ど
。

講
座
・
催
し

10周年記念講演10周年記念講演会会
吉岡まちかど博物館開吉岡まちかど博物館開館館

ス
ポ
ー
ツ

動
実
績
と
な
り
ま
す
。

胸
千
葉
県
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
と
印
西
市
・
白
井
市
・
鎌
ケ
谷

市
共
催
。

■時 
　
月
　
日
峨
・
午
前
　
時
～
午
後

10

28

10

0
時
　
分
。

30

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館

（
中
央
南
）。

■対 
お
お
む
ね
　
～
　
歳
。

40

65

■定 
　
人
。

30
※
セ
ミ
ナ
ー
内
容
の
詳
細
は
、
千
葉

県
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
緯

0
4
3
―
2
4
5
―
9
4
2
0
）
へ
。

■申 
事
前
に
電
話
で
左
記
ま
で
。

■問 
経
済
政
策
課
経
済
政
策
班
（
緯
内

線
3
5
4
・
3
5
5
）。

働
く

胸「マイペースパソコン塾」予定表胸
費用場所時間開催日

無　料中央公民館
（大森）

午前１０時～正午、
午後１時～４時

10月18日臥、11
月8日臥・15日
臥・29日臥、12
月13日臥

≪入場について≫当日は先着順で20人まで入場できます。21番目以
降の人は、パソコン持参の有無にかかわらず、先に入場している人の
退出を待っていただきます。また、パソコン持参の場合は、インター
ネットに接続できません。

　ニュースポーツ祭

胸種目一覧胸
定員場所対象受付時間種目

なし
松山下公園
総合体育館
（浦部）

市内在住、在勤、在
学の小学１年生以
上

午前９時～（体験９
時３０分～正午）

ニュースポーツ体験（ワ
ンバウンドふらばーる
バレーボール、ファミ
リーバドミントン）

　松山下公園でニュースポーツの体
験会を開催します。ニュースポーツ
とは、勝敗にこだわらずレクリエー
ションとして気軽に楽しむスポーツ
の総称です。
　楽しみながら心地よい汗をかいて
みませんか。みなさんお誘い合わせ

のうえ、気軽にご参加ください。
■時 １１月２日蚊。
■申 当日会場で。
■費 １人１００円（保険代）。
■問 スポーツ振興課振興班（松山下公
園総合体育館内・緯○４２ 8417、胃○４２ 
8427）。

　まちづくり市民団
体「木下まち育て塾」
は吉岡まちかど博物
館開館10周年を記念
して講演会を開催し
ます。
胸市教育委員会後援。
■時 11月16日蚊・午後
１時30分～４時30分
（開場１時～）。
■場 中央公民館視聴覚室（大森）。
臼テーマ･･･「江戸時代の行徳河岸・行徳船」。
噛講師…菅野洋介氏（市川歴史博物館学芸員）。
渦テーマ･･･「木下街道と木下河岸」。
噛講師…小池康久氏（市教育委員会学芸員）。
■定 60人。
■費 500円（資料代）。
※記念事業として、吉岡まちかど博物館（木下
1484）・企画展示会や市川歴史博物館・行徳見学会
なども開催予定。
■申 当日会場で（先着順）。
■問 木下まち育て塾・村越（緯○46 ７３７４・■メール machiju-
ku@gmail.com）。

▲土蔵を活用した博物館

パート英


